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東京生まれ
小学校から高校まで松山在住
東日本建築教育研究会製図コンクールにて奨励賞
愛媛県内高校生建築競技設計にて会長賞
（愛媛県建築士事務所協会主催）
画家・高橋勉氏に師事。約10年間、古典絵画技法全般を学ぶ
日本工業大学建築学科 卒業
画家として活動開始する。東京や埼玉にて毎年個展開催
日本ファンタジーノベル賞受賞作者「世界の果の庭」
（新潮社）の装丁担当
美術家の登竜門である昭和会にて優秀賞（東京／日動画廊）
愛媛県美術館に作品「ドライフラワー」収蔵される
～17　愛媛新聞 冊子アクリート表紙画連載
絵画教室やオリジナルブランド額工房「㈱リチェルカ」を設立 
「えひめの塗り絵」を出版
その他、出版装丁画や受賞多数、全国にて個展中心に活動。 
現在、現代日本美術会 会員／審査員  

題：「石手寺　三重塔」上田　勇一
［表紙画について］

重要文化財
（明治40年5月27日　指定登録）
この建物は、石手寺の国宝・二王門を
くぐった右手にそびえる三間三重の塔
で、高さは24.1m。各重とも円柱上に
和様三手先の組物を置き、軒は各層と
も二軒（ふたのき）、平行繁垂木（し
げだるき）。初重内部の四天柱の奥側
柱間には来迎壁（らいごうへき）が設
けられ、壁の前面に須弥壇（しゅみだ
ん）を置いて釈迦三尊の像を祀る。全
体の容姿はよく均整が取れ、鎌倉時代
の特色を伝える建物である。
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伝統建築物伝統建築物［Ishizuchi2020.3］ ［Ishizuchi2020.3］❶ ❷

　西予市宇和町卯之町中町に旧武蔵が残っている。武蔵
は以前の店の名前。時代によって建物の用途が替わり変
遷が多い。主屋は北面に接する方向は湿気や蟻害で建物
の使用が難しい状態にあった。南側側面は上廊下に上使
用と下使用の便所を設置、その廊下を利用して和室２部
屋を設けた離棟があった。離れは主屋に比べて木取りが
細いし工法も異なる。
　廊下南側部は礎石が長年の歳月により地盤沈下を起こ
し棟が凸凹になり、漏水が激しい状態で使用不可であった。
　武蔵の建物は主屋を含めて建物を保持する環境が悪く
当時の持主は解体を考えていた。しかし、卯之町の重要
伝統的建造物群保存地区の特定建物であり、修理をする
ことを行政から求められたため、持主の事情により行政
が買い取り、生涯学習に共する建物として残すことに決
議された。
　調査時は腐りとカビが強烈で、調査のまえに掃除から
始めることになった。先ず平面調査、次に断面図に進み、
この時点で消防署予防課と愛媛県建築指導課と協議に入
る。行政の求める建物の用途についての協議を始めると
同時に、現場調査の詳細も進めたが、建物の腐りが激し
いので調査は難儀した。現場調査で明確になったのは、
水路の上に建物、下屋屋根が道路に出ている等、基準法
には適さない所を確認。重要伝統的建造物群保存地区の
特定建物は景観を重視されるので、行政機関の打ち合わ
せとの間に入り解決に時間を要した。
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宇和島支部　酒井　純孝

旧武蔵（伝統工法）

【建物修理概要】
主屋　木造２階建て　入母屋土造造り　建築面積80.0
㎡　延べ面積107.3㎡
石場建て、離れ木造平屋建て延べ面積26.90㎡切り
妻、石場建て。

　修理にかかる前に地盤調査に着手。同時に木材の準備
を進める。創建当時の材料に整えるのは如何に難しいか
体験する。これらの準備が出来た段階で施行業者の決定
をし解体工事に入るが、あらゆる所に傷みが激しいので、
補強をしながらの解体。屋根瓦の下の土、壁の土は総て
再使用のため、現場にて小練り返しを施し耐力壁の準備
をする。
　創建当時から地層が悪い場所なので、礎石の据替えと
整備を行う。礎石は西予市周辺で準備ができるチャ－ト
石で劣化の石は入替えて景観を整える。敷地内の水路も
同様の石にて修理復元する。礎石の工事が完了するまで
には３ヶ月の期間が必要であった。その間、在来の再使
用木材の確認を行い、部材の修理をする。修理完了時に焼
き鏝にて部材に記録を行う。現場では礎石と土台を密接
にするため光付けを行い、土台から上の準備が完成する。
建築基準法２条14項・15項にこだわり工事を進める。
　屋根瓦の一般瓦は新調。役物瓦は修理と燻し返しを行
い現場に納める。
　主屋１階の居室の天井高は2.0ｍ、２階の天井高は1.
90ｍで建築基準法施工令２１条に適合しない。従って使

用の面で難儀な所があるが、明治・大正時代から民家とし
て昭和・平成時代まで使われていた事の証明として残し
ている。建物の史料展示としているが永久的な保存期間
として、木構造の耐力について限界耐力計算を起こし、関
西ジャスカの評定を得て仕口部の補強を施行して、やが
て来ると伝えられている大きな地震の準備をしている。
　その災害に対応できる便所と井戸水（手動で）が使用
できる機能を備えている。
　又、現代の化石燃料を求めず食事の準備ができる機能
も合わせ持つ建物である。

　主屋と離れ棟の中庭と離れの西面に、少しの野菜栽培
ができる空間を有している。
【中庭に少しの畑を有する思想は江戸時代に二宮敬作先
生が自分の庭に薬草を栽培し病の人に提供し助けられた
方がいる事で畑を有する事になった。】
　江戸・明治時代に卯の町が大火事になって町の家がな
くなった事があるので、隣地側に土造造りの壁を設けて
延焼を防ぐ工法になった。主屋の隣地側も同様の壁仕上
げに施行をしている。
　旧武蔵の建物は災害に対応ができ、民家の間取りと伝
統工法を残す事から、できれば昔の生活様式が体験でき
る施設として利用をして頂きたい建物です。

なかのまち

東面外観

修理前南廊下と離れ屋根部

化石燃料を求めず食事の準備ができる炊事場

耐震金物の取付完了検査風景

避難用土間廊下の柱と梁の耐震リング
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松山支部　安藤　雅人

　植物画による「くさぐさの風景」～現在の「スケッチ
紀行」まで約４年間に亘り、本誌にエッセイを連載して
きましたが、先日やっと編集長から終了しても良いとい
うお許しが出ました。そこで今回は、風景画のスケッチ
紀行を通して私が上達したり、或いは堕落したりした経
緯を振り返りたいと思います。
　建築と花の絵しか描いたことが無かったのですが、山
や海等の風景に挑戦したいと思って、最初の頃に三津浜
港を描いてみました。描いているとどうしても手前が気
になって船を大きく描き過ぎてしまいます。これでは折
角広がりがある海の景色が台無しです。一から描き直そ
うかと思いましたが、その前に船がどの程度大き過ぎる
のかを確認するために、コンピューターを使って、元の
絵の上に縮小した船を重ねてみました。こんな感じにす
れば良かったのかと理解できました。
　何枚か描く間に、この過程を頭の中で行うことができ
るようになり、殆どの場合は失敗なく１回で描くことが
できるようになりました。そこで得たコツは美術本等に
も説明がありますが、手前の船からではなく、最初に海
と陸を分ける水平線、次に山並み、山の前の家並みと描

伝統建築物

私の風景スケッチ上達の歩み

いて、最後に手前の船を描くことです。構図に大きな影
響を及ぼす大きなところから描くということです。その
他、これにはもう１つ理由があります。純粋な芸術なら
ば問題無いですが、スケッチは美術であると共に旅の記
録です。構図の都合で山並みや家並みを現実と変えてし
まうと、どこを描いたかが分からなくなってしまいます
が、船なら遠ざけたり近づけたり多少大きさを変えても、
誰も気付きません。
　慣れた後でも失敗はあります。前々号の「いしづち」
の原稿締め切りの日に、九島大橋の絵を描いていました。
出来が悪かったのですが、既に夜。迷いましたがそのま
ま出しました。でも後日どうしても気になって描き直し
たものを今回披露します。橋の構造の力強さを表現する
ように注意を払ったのと、三津浜港の絵と同じように、
海が広く見えるように直しました。船の位置が、左に移
動しているのを見て取れると思います。
　長い間私の拙い絵や文にお付き合いいただきありがと
うございました。建築旅行でもすれば、また単発で寄稿
したいと思います。

九島大橋スケッチの修正前（上）と修正後（下）三津浜港スケッチの修正前（上）と修正後（下）
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　少し長い名前ですが、「愛媛県歴史的建造物保全活用
資格者（ヘリテージマネージャー）養成講座修了者対象
スキルアップ講習会」の第６回講座が、令和２年１月18
日に行われ、予定された全過程を無事終えることができ
ました。全国から10府県（中四国ブロックからは愛媛県
だけ）が選ばれ、第１回の講座と、歴史的建造物の保存
活用促進等に関する相談体制の整備強化事業に、日本建
築士会連合会からの補助をいただき実施したものです。
平成28年度から３年にわたって実施してきた講座の修了
生、約70人の内、過半の38名がエントリーしてくだ
さったことはとても嬉しいことでした。
　連合会が作成した「ヘリテージマネージャーのための
スキルアップ講習（講義）テキスト」に基づき、講義だ
けでなく演習や見学も織り交ぜ、内容も盛りだくさんで
した。外部講師として香川大学准教授の宮本慎宏氏、愛
媛大学教授の胡光氏、文化庁調査官の梅津章子氏、（公社）
文化財建造物保存技術協会所長の前堀勝紀氏を招へいで
き貴重なお話を聞けたことは、とても有意義であったと
思います。以下、６回の講座の概要をご紹介します。

第１回
①日時：平成31年３月16日（土）
②会場：えひめ共済会館
③講師：香川大学創造工学部准教授　宮本慎宏氏
④内容：ガイダンス・講習のねらい、文化財建造物の耐
震診断、同耐震対策、文化財建造物の保存と活用、文化
財保護制度の見直しの経緯などについて。

第２回
①令和元年９月７日（土）
②萬翠荘（松山市）
③文化財・まちづくり委員会委員長　花岡直樹
④非木造建造物の耐震設計、耐震改修のあり方（例：愛
知県庁本庁舎、旧長崎英国領事館）、萬翠荘車寄せ防
水工事の概要説明、修復後の萬翠荘を見学。

第３回
①同10月12日（土）
②末光家住宅（西予市宇和町）
③文化財・まちづくり委員会委員　酒井純孝氏
④現場調査の方法　全体把握、登録・指定・選定目的、復
元修理（修理前・修理中）、技法、維持管理について
解説・県指定文化財末光家住宅を見学。

 第４回
①同11月９日（土）
②愛媛県林業会館
③午前：愛媛大学法文学部教授　胡光氏、午後：文化庁
文化資源活用課整備活用部門　文化財調査官　梅津章
子氏

④午前：美術工芸品をはじめとする動産文化財の調査と
レスキュー（平成30年7月の西日本豪雨災害時の対応
例を紹介）、午後：文化財建造物の保存活用計画策定
指針の説明、実際の建物の活用方法についてグループ
ディスカッション。
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 第5回
①同11月16日（土）
②午前：大洲市総合福祉センター、午後：如法寺（大洲市）
③（公財）文化財建造物保存技術協会　重要文化財旧鈴木
家住宅設計監理事務所　所長　前堀勝紀氏
④午前：木造建築物の修理の考え方、木造建造物の耐震
設計、耐震改修のあり方、午後：重要文化財如法寺仏
殿で実施された保存修理工事の修理技法について現地
説明。

第６回
①令和２年１月18日（土）
②午前：松山城ロープウェイ東雲駅舎内会議室、午後：
松山城本丸

③文化財・まちづくり委員会委員長　花岡直樹
④午前：築後50年を経て登録有形文化財となった本壇
西側の復元建物の紹介。最近公開された加藤嘉明時代
の本壇の古絵図、消火管配管時に見つかった栗石より
推測されている加藤時代の本壇の様子を紹介。平成
26～29年度にかけて工事を行った本丸防災設備の
概要を記録写真で紹介。午後：松山城に登城し、実際
の防災設備の設置の状況を見学。

　第６回の講座の最後に、全講座に出席された33名の
受講者に赤根会長より、連合会三井所会長との連名の修
了証が手渡されました。

 今回の講座は見学・演習が過半を占めるということも
あり、他の府県にも倣って補講を実施しなかったため、
わずかな欠席のため修了証をお渡しできなかった方には
大変申し訳なく思っています。今後この講座を受講され
た皆さんが、愛媛県の歴史的建造物の保全・活用におい
て、これらの経験をもとに大いに力を発揮していただけ
ることを願ってやみません。また、そういった土俵を整
えていくのが我々委員会の使命と考え、今後も地道な活
動を続けていきたいと思います。

ヘリテージマネージャー
スキルアップ講座修了

文化財・まちづくり委員会委員長　花岡　直樹
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　令和２年１月21日、愛媛新聞社本社（松山市大手町）
において愛媛出版文化賞授賞式が行われました。この賞
は、昭和60年にできたもので、今回で35回を数えます。
「愛媛県内在住者または愛媛県に関係のある図書の中か
ら優れたものを選んで表彰されるもので、本賞を通じて、
本県出版文化だけでなく広く本県の地域文化発展に寄与
するもの」という応募要項で、選定部門は第１部門（研
究・評論）、第２部門（美術）、第３部門（文学）、第
４部門（その他文化全般）に分かれます。今回は52点
の応募があり、その中で大賞1点、部門賞2点、奨励賞
5点が選ばれました。

　愛媛県建築士会が出版した「古建築を訪ねて―文化財・
まちづくり委員会33年の活動記録－」は第４部門の部
門賞をいただき、授賞式には赤根良忠会長、花岡直樹委
員長、編集委員の西浦郁子、若松一心、峰岡秀和が出席
いたしました。

　1月5日付の愛媛新聞では「社寺や長く守られてきた
古民家などの写真や実測図面が多く掲載されており、本
書の資料としての価値は高く評価される…（中略）…長
きにわたり古建築の調査を行い、歴史的建造物を守るこ
とに尽力してきた活動は称賛に値する。古建築として秀
逸であるだけでなく、貴重な建造物を未来に引き継ぐ意
義を提起した良書である」と評され、「調査記録　高い
資料価値」と第4部門でも非常に高い評価を得ました。
　「いしづち」の前身である会報誌から多くの研究と調
査を行ってきただけでなく、一般の方々へ古建築を紹介・
案内したりなどこれまでの委員の方々の努力がこのよう
な形で評価していただいた事は、とても素晴らしく、あ
りがたく感じます。次の30年に向けてまたひとつずつ
積み重ねてゆかねばならないと強く思いました。

委員会報告

Ehime Kenchikushi

3
「愛媛の古建築を訪ねて」が
愛媛出版文化賞部門賞をいただく

文化財・まちづくり委員会　副委員長　峰岡　秀和

　以下は愛媛新聞に掲載された記事を転載したものです。

受賞された図書

出版文化賞受賞の記念写真

愛媛新聞社代表取締役社長・土居英雄氏から表彰状を授与される 1月 5日愛媛新聞第 14 面（愛媛新聞社提供） 1月 22 日愛媛新聞（愛媛新聞社提供） 

1 月 8日　愛媛新聞第 13 面
（愛媛新聞社提供）
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開催日：令和2年1月11日（土）12:00～
場　所：新年会　BISTRO横濱、スキルアップセミナー

八束家住宅
参加者数：新年会：20名、スキルアップセミナー：23名

　1月11日、女性委員会主催のランチ新年会とスキル
アップセミナーを開催しました。
　今回、ランチ新年会は松山市樽味にあるフランス料理
店BISTRO横濱でランチコースをいただきました。カ
ジュアルにフランス料理を楽しめるフランス料理店とい
うことで、気軽にお料理を楽しむことができました。仕
事の話や趣味の話、ダイエットの話……。あっという間
に時間が過ぎてしまいました。居心地の良い空間に気の
合うメンバー。あと2時間はおしゃべりできそうでした
が、その後に予定されていたスキルアップセミナーの会
場へ移動です。

　スキルアップセミナーは「茶室を学ぶ」をテーマに、
㈱花岡直樹建築事務所の花岡直樹先生を講師にお招き
し、松山市持田町にある八束家住宅で実際に本格的なお
茶室を見学しながら茶室について学びました。

　八束家住宅は昭和11年に建築された本格的な茶室の
ある数寄屋風の建物で、国の登録有形文化財です。八束
さんご本人も戦災の時の体験等の話を交えながら建物や
庭について、また、周辺地域の変遷についてお話しして
下さいました。門の外から始まり、庭、待合、建物の外
観をゆっくりと見学し、建物の中へ入ると、サプライズ
で八束さんがおぜんざいを用意してくださっていまし
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女性委員会主催 新年会、
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四国中央支部研修旅行

四国中央支部　大西　千里

た。八束さんお一人で人数分用意し、しかも美しいお椀
によそい、出して下さいました。和の文化である「おも
てなし」を感じました。その日が鏡開きだったというこ
ともあり、和の文化、風習を大切にした暮らしにふれる
ことができました。和室でおぜんざいを頂きながら、花
岡先生に各所の納まり等について説明をしていただきま
した。八束家の和室、茶室の床の間の落とし掛けの裏の
壁の仕上げは施されていません。これは塗り忘れではあ
りません。建物は完成するとそこから衰退が始まると考
えられ、建物の中であえて未完成の部分を残し、その家
が発展を続けるという願掛けを意味していると教えてい
ただきました。地域によっての風習とのことですが、栃
木県の日光東照宮でも同じように未完成の部分があった
と思います。

　茶室について学んだ後は、お茶会の体験です。今回は
裏千家の福田倫子先生にお越しいただき、本格的なお点
前を拝見させていただきました。初めての体験でした
が、先生が丁寧に作法を教えて下さり、お茶会を楽しむ
ことができました。今回はこのお茶会に合わせて、玄関
や床の間等各所にわざわざお花を活けて下さっていまし
た。ここにも「おもてなし」を感じました。登録有形文
化財の建物の中でのお茶会。とても貴重な体験となりま
した。

　今回のセミナー内で、八束さんが建物自体の維持より
も庭の維持が大変とお話しされていました。普段は別の
場所で生活されているそうなので、わざわざ訪れて維持
されているのだと思います。勝手ではありますが、今後
も建物や庭が維持され、歴史が伝えられていくことを望
みます。

茶室での様子

お茶の様子
 庭の見学

ランチ：メイン料理

四国中央支部　稲村　聡
日時：令和元年１２月１３日～１４日
場所：大阪方面　参加人数　９名

　昨年１２月の週末ですが、恒例の支部研修旅行が開催
され、総勢９名の会員・賛助会員に参加して頂き、見聞を
広げてきました。支部研修旅行は、毎年恒例の行事とし
て開催されていますが、本年度は大阪方面にて、メイン
の建物をフランク・ロイド・ライト設計のヨドコウ迎賓
館、その他にカップヌードルミュージアム、兵庫県立美
術館、淡路夢舞台等を研修ターゲットとして参りました。
　当日は晴天に恵まれ、絶好の研修日和となり意気軒昂
と出発いたしました。そして最初のターゲットである淡
路夢舞台は安藤忠雄さん設計の広大な公園ですが、高低
差のある階段状の水路や大きなＲＣ造打ち放し仕上げの
構造物を目の当たりにしました。ＲＣ造の打ち放し仕上
げを日本に大きく広めた安藤さんの作品の一つとして見
学いたしました。

　そして、翌日にはカップヌードルミュージアムに最初
に訪れました。朝ドラで放送された「まんぷく」のモデ
ルでもある安藤百福さんの奥さんにもスポットが当てら
れており、オリジナルのカップ麺の制作も体験できて大
人でも楽しめる施設でした。
　次に訪れたのが、メインの研修ターゲットであるヨド
コウ迎賓館。その建物は高級住宅街にあり、道中からは
かなりの高級な住宅を眺めながら入場しました。私は初
めて訪れましたが、当時の生活様式を考えると、かなり高
級な造りであること、小高い丘に面した敷地を有効に利
用した設計であり屋上テラスからの眺望が素晴らしかっ
たこと等大変参考になりました。国内で初めてＲＣ造の
重要文化財になった歴史ある建物として現在に至るまで
残されたことも意義あることだと思いました。

　そして最後に訪れたのが兵庫県立美術館。私は数年前
にも見学に訪れましたが、一番の特徴はＲＣ造打ち放し
で杉本実仕上げの数量が国内でも有数の建物であること
です。巨大な建物の中でもエントランス部分の高い壁が
杉本実仕上げとなっていますが、どこがコンクリート打
ち継ぎなのかわからないくらい仕上げの美装がしっかり
しており、設計者の意図を組んだ見事な施工である事を
感じました。とかくコンクリート打ち放し仕上げは施工
側の技術と生コンの品質、打設個所の構造によって極端
に難易度が上がる仕上げだと思いますが、その上で杉本
実仕上げは杉材の品質も加味されるため、大規模な施工
数量の場合、資材の管理が何かと面倒な工法です。しか
し打ち上がりの品質が良ければ、とてもきれいな仕上が
りだと思います。

　今回の研修旅行では、上記のような物件を研修して設
計、施工など色々な切り口から勉強になったように思え
ます。
　参加された支部の皆様、お疲れさまでした。令和２年
度はどこになるかわかりませんが、また楽しみにしてお
ります。
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今治支部　副支部長　近藤　佳代
開催日：令和元年12月22日（日）
場　所：はーばりー（みなと交流センター）
参加者：児童63名・保護者約30名・スタッフ13名

　今治支部では、平成25年度より市内在住の小中学生
を対象にした「おかしのまちをつくろう！」というイベ
ントを開催しています。
　例年どおりイベントの告知は市の広報のみ。募集開始
後わずか3時間で56名の枠が埋まるという嬉しい結果
となりました。キャンセル待ちが多数出る事態となり、
結果的には定員を56名から63名に拡大しての開催と
なりました。今回で7回目の開催ですが、着実に地元に
認知されてきていると感じます。

　さて、今年も昨年同様スタッフはクリスマスのコスプ
レをして参加しました。それに加え、クリスマスツリー
等で会場をデコレーションしていい雰囲気でした。

　子供はもちろん保護者も童心に帰って夢中になれるイ
ベントです。お子さんの創造性を引き出し、モノづくり
の楽しさを学んで欲しいと思います。また建築士会の認
知度アップを目指して、今後も継続する予定です。

　イベントの最後には「おかしのまち　けんちくし」の
認定書を参加者全員に発行しますが、将来この中から、
本物の建築士が生まれることを期待します。受付カウンターの様子

女性スタッフのみなさん

今年もたくさんの力作が出来上がりました

「おかしのまちをつくろう！」報告
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松山支部　近藤　岳志

　令和元年12月18日（水）に、シェイクアウトえひめ（県
民総ぐるみ地震防災訓練）の中で避難訓練が開催され、
椿中学校の全校生徒が体育館に避難完了後、「建築士に
よる防災講座」を開催させて頂きました。
　今回、椿中学校から依頼を受けまして、全校生徒、約
500人に対して講座をさせて頂きました。防災講座の主
な目的は、若い世代から木造住宅の耐震化の重要性を認
識して頂き、子どもから家族、親族に伝え、地域の防災
意識向上につなげることです。
　今まで対象者が地域住民の方が主体だったのに対し、
今回は初めて中学生に対してお話をさせて頂き、さらに、
人数が約500人という大人数で、今までに無い規模の
講座となりました。

　講座開催までに、教頭先生と協議を重ね、以下4つの
ことを30分間でお話しました。
①建築士という職業、建築士会という団体の紹介（スラ
イド）
②地震の恐ろしさについて（スライド）
③耐震模型による耐震化の重要性（耐震模型を加振）
　※生徒さんにも実際に加振してもらいました。
④Ｅ-ディフェンスで、実物の木造住宅２階建ての住宅
の加振映像
　1つ目に、進路を考えている中学生に対して、少しで
も建築に興味を持ってもらえるよう「建築士という職
業、建築士会という団体の紹介」というテーマで、スラ
イドを使って、建築に関わる仕事、建築士の役割を紹介
しました。（公社）日本建築士会連合会の「あなたのまち
の建築士」というパンフレットを全校生徒に対して配布
したり、建築士の日の行事である、椿小学校対象に開催
した、家づくり体験「建築模型を作ってみよう！」の紹
介をしたり、災害発生後に応急危険度判定を行うことな
ど、建築士会の活動も紹介しました。

　2つ目に、地震の恐ろしさについて、スライドを使っ
て説明しました。
　近い将来、南海トラフ巨大地震は、30年以内に70%
～80%の確率で発生し、必ず大震災はやってくること
をお伝えしました。今回は、中学生対象だったので、南
海トラフの位置の紹介やマグニチュードと震度の違い等
も解説しました。
　また、松山市でも震度7の震度想定がされていること
も紹介し、阪神淡路大震災や熊本地震で観測された最大
震度が松山市でも起こる可能性があることを伝えました。
　生徒さんに質問したところ、６割くらいの方が、自分
や親族の家は木造住宅だと答え、そのうち約３割の方は、
築38年以上の古い木造住宅に住んでいると答えました。

　特に昭和56年5月以前に建てられた木造住宅につい
ては、旧耐震基準の為、震度6強～震度7の大きな揺れ
により、倒壊してしまう可能性がほぼ100%という内
閣府の調査データが出ています。
　しかし、適切に耐震化をすれば、建物倒壊・火災によ
る人的被害は1/19まで減ると言われており、愛媛県や
松山市では、耐震化に対する補助制度がある事を伝え、
補助制度を紹介しているパンフレットを全校生徒に配布
させて頂きました。

　3つ目に、耐震模型による耐震化の重要性ということ
で、全校生徒約500名の集まる体育館の中心に、2台
の耐震模型を設置しました。

　耐震模型の2台の内、1台は「赤色に塗った筋かい」
により適切に補強した状態、もう1台は筋かいを全く入
れない状態で加振し、筋かいを入れないと倒壊すること
を確認しました。
　次に、一般的な住宅でよく見られる南側に大きな窓が
あることを想定し、全体の筋かいの数は、適切な補強と
同じ数ですが、筋かいのバランスが南北側で偏っている
状態と、もう1台は適切な補強で加振し、まず2台の揺
れ方が違う事を見て頂きました。加振を続けると、不適
切な補強の方が大きく歪み、倒壊しました。
　また、屋根が重たい素材のものを想定し、重い屋根を
取り付け、加振しても、筋かいを増やす等、適切に補強を
すれば、屋根が重たくても問題が無いことを伝えました。
　最後に、生徒さんにも耐震模型を加振してもらい、耐震
化の重要性を、身をもって感じてもらえたかと思います。

　4つ目に、防災科研の実大三次元震動破壊実験施設
（Ｅ-ディフェンス）で、実物の木造住宅２階建ての無補
強の住宅と、補強した住宅を阪神大震災（兵庫県南部地
震で記録されたＪＲ鷹取波）と同様の加振（震度7）を
与えた映像を見て頂きました。無補強の住宅が大きく歪
み、倒壊する映像は、大きなインパクトがありました。

　その後、上記で倒壊しなかった補強した住宅を、もう
一度同じ揺れを与える映像を見て頂きました。適切に補
強していたのにも関わらず、倒壊してしまったことは、
平成28年に熊本地震で発生した震度7が2回発生した
結果を表すものとなりました。

Ｅ-ディフェンスの実験映像

生徒さんによる耐震模型の加振

耐震化に対する補助制度のパンフレット

防災講座の様子

全校生徒に配布した「あなたのまちの建築士」のパンフレット

古い木造住宅に住んでいる親族がいる生徒が挙手

耐震模型の加振の様子

耐震模型について説明の様子

松山市立椿中学校全校生徒対象
「建築士による防災講座」
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松山支部　近藤　岳志

　令和元年12月18日（水）に、シェイクアウトえひめ（県
民総ぐるみ地震防災訓練）の中で避難訓練が開催され、
椿中学校の全校生徒が体育館に避難完了後、「建築士に
よる防災講座」を開催させて頂きました。
　今回、椿中学校から依頼を受けまして、全校生徒、約
500人に対して講座をさせて頂きました。防災講座の主
な目的は、若い世代から木造住宅の耐震化の重要性を認
識して頂き、子どもから家族、親族に伝え、地域の防災
意識向上につなげることです。
　今まで対象者が地域住民の方が主体だったのに対し、
今回は初めて中学生に対してお話をさせて頂き、さらに、
人数が約500人という大人数で、今までに無い規模の
講座となりました。

　講座開催までに、教頭先生と協議を重ね、以下4つの
ことを30分間でお話しました。
①建築士という職業、建築士会という団体の紹介（スラ
イド）

②地震の恐ろしさについて（スライド）
③耐震模型による耐震化の重要性（耐震模型を加振）
　※生徒さんにも実際に加振してもらいました。
④Ｅ-ディフェンスで、実物の木造住宅２階建ての住宅
の加振映像

　1つ目に、進路を考えている中学生に対して、少しで
も建築に興味を持ってもらえるよう「建築士という職
業、建築士会という団体の紹介」というテーマで、スラ
イドを使って、建築に関わる仕事、建築士の役割を紹介
しました。（公社）日本建築士会連合会の「あなたのまち
の建築士」というパンフレットを全校生徒に対して配布
したり、建築士の日の行事である、椿小学校対象に開催
した、家づくり体験「建築模型を作ってみよう！」の紹
介をしたり、災害発生後に応急危険度判定を行うことな
ど、建築士会の活動も紹介しました。

　2つ目に、地震の恐ろしさについて、スライドを使っ
て説明しました。
　近い将来、南海トラフ巨大地震は、30年以内に70%
～80%の確率で発生し、必ず大震災はやってくること
をお伝えしました。今回は、中学生対象だったので、南
海トラフの位置の紹介やマグニチュードと震度の違い等
も解説しました。
　また、松山市でも震度7の震度想定がされていること
も紹介し、阪神淡路大震災や熊本地震で観測された最大
震度が松山市でも起こる可能性があることを伝えました。
　生徒さんに質問したところ、６割くらいの方が、自分
や親族の家は木造住宅だと答え、そのうち約３割の方は、
築38年以上の古い木造住宅に住んでいると答えました。

　特に昭和56年5月以前に建てられた木造住宅につい
ては、旧耐震基準の為、震度6強～震度7の大きな揺れ
により、倒壊してしまう可能性がほぼ100%という内
閣府の調査データが出ています。
　しかし、適切に耐震化をすれば、建物倒壊・火災によ
る人的被害は1/19まで減ると言われており、愛媛県や
松山市では、耐震化に対する補助制度がある事を伝え、
補助制度を紹介しているパンフレットを全校生徒に配布
させて頂きました。

　3つ目に、耐震模型による耐震化の重要性ということ
で、全校生徒約500名の集まる体育館の中心に、2台
の耐震模型を設置しました。

　耐震模型の2台の内、1台は「赤色に塗った筋かい」
により適切に補強した状態、もう1台は筋かいを全く入
れない状態で加振し、筋かいを入れないと倒壊すること
を確認しました。
　次に、一般的な住宅でよく見られる南側に大きな窓が
あることを想定し、全体の筋かいの数は、適切な補強と
同じ数ですが、筋かいのバランスが南北側で偏っている
状態と、もう1台は適切な補強で加振し、まず2台の揺
れ方が違う事を見て頂きました。加振を続けると、不適
切な補強の方が大きく歪み、倒壊しました。
　また、屋根が重たい素材のものを想定し、重い屋根を
取り付け、加振しても、筋かいを増やす等、適切に補強を
すれば、屋根が重たくても問題が無いことを伝えました。
　最後に、生徒さんにも耐震模型を加振してもらい、耐震
化の重要性を、身をもって感じてもらえたかと思います。

　4つ目に、防災科研の実大三次元震動破壊実験施設
（Ｅ-ディフェンス）で、実物の木造住宅２階建ての無補
強の住宅と、補強した住宅を阪神大震災（兵庫県南部地
震で記録されたＪＲ鷹取波）と同様の加振（震度7）を
与えた映像を見て頂きました。無補強の住宅が大きく歪
み、倒壊する映像は、大きなインパクトがありました。

　その後、上記で倒壊しなかった補強した住宅を、もう
一度同じ揺れを与える映像を見て頂きました。適切に補
強していたのにも関わらず、倒壊してしまったことは、
平成28年に熊本地震で発生した震度7が2回発生した
結果を表すものとなりました。

Ｅ-ディフェンスの実験映像

生徒さんによる耐震模型の加振

耐震化に対する補助制度のパンフレット

防災講座の様子

全校生徒に配布した「あなたのまちの建築士」のパンフレット

古い木造住宅に住んでいる親族がいる生徒が挙手

耐震模型の加振の様子

耐震模型について説明の様子

松山市立椿中学校全校生徒対象
「建築士による防災講座」
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西予支部　支部長　信宮　靖

　講座の最後に、全校生徒のみなさんに、次の言葉を伝
えて、防災講座は終了しました。
「みなさんは、将来を担う地域のリーダーです。今日、
聞いたお話を自分のご家族、おじいちゃん、おばあちゃ
ん、地域にお住まいの方に伝えて、椿中学校校区の防災・
減災につなげていきましょう」
　講座修了後、教頭先生から御礼のご連絡があり、今回
の防災講座のお話は非常に良かったとお褒めのお言葉を
頂きました。生徒達は、お正月で親族が集まった時に、
今回の話をしてくれるだろうとおっしゃっていました。
　今回も、プレスリリースや、個別の報道機関へのアプ
ローチにより、愛媛新聞社さま、愛媛ケーブルテレビさま
に取材をして頂き、参加者以外の方にも建築士会の活動
について新聞やテレビを通じて告知することが出来ました。
　最後に、この防災講座にご協力頂きました椿中学校の
先生方、士会メンバーのみなさま、誠にありがとうござ
いました。今後も活動を継続したいと思っておりますの
で、今後ともよろしくお願いいたします。

場　所：西予市　保健センター　４Ｆ会議室
日　時：令和1年11月30日（土）
　　　　AM10：00～PM3:00
相談員：会員5名

　西予市では、災害復興も徐々に進んでおります。
被災家屋でも、修理して住まわれる家はほぼ出来ている

◆防災講座参加メンバー（敬称略・順不同）：水口喜久美、
渡部聰、長岡康広、千三木唯央里、藤原昌訓、西浦郁子、
山本晶子、白石学、永井由起、丹生多美、永井一生（一般）、
近藤岳志　計12名。　　　　　　　写真提供：永井一生

ご協力頂いたメンバー

無料・住宅相談会
ようです。新築住宅も始まっているようです。
　そういった状況の中、西予支部では、明浜町、宇和町、
野村町を対象にして「無料・住宅相談会」を行いました。
　子供連れの方のために、茶菓子等も準備しました。
　最初の相談者は宇和町在住の方で、耐震補強について
の相談でした。確認済書・写真を持参しての相談で、信
宮支部長が対応しました。
　また、西予市を通して電話相談もありました。「明浜
町の年寄りで、会場まで来られない」と言われるので閉
会後、出向きました。
　ＲＣ造・2階建てで、3年前にリフォームして、屋根
スラブに、瓦屋根を新設してありました。「雨の日に、
寝室でポツポツと音がする」と言われるので、日を改め
雨の後に再度行き、天井裏を点検しましたが、雨漏りの
形跡は無く、１Ｆ外部のポリカー庇に雨雫が当たり、そ
の反響音だと思われました。その旨を説明しましたが、
信用されたかは定かではありません。
　災害の後なので、「多くの人が来たらどうしよう」と
心配しましたが、不要な心配でした。

信宮支部長が相談に乗っていました
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転機 黒猫のパンチ

松山支部　宮田　勝広 松山支部　山内　知照
　大塚美由紀さんからバトンを受け取りました。松山支
部の山内です。猫の話から始めてみます。
　8年程前になりますが自宅マンション1階に、黒猫が
出没するようなり困惑していました。ある時期から以前
より頻繁に来るようになり、おかしいなぁと思い、奥さ
んを問いただしたところ「隠れてご飯をあげてたんよ」
と信じられない言葉！　やられたと思ったけど後の…。
　ペット禁止のマンションなので引取先を探すも見つか
らず、とりあえず嫌がる猫を車に乗せ事務所に使ってい
る実家に連れて行く事に。最初は戸惑っていましたが周
りには田畑も多く次第に環境にも馴染んできて、ぷいっ
と外に出て行っておみやげを持ち帰ったり、柱・床をが
りがりしては知らんふり。3食昼寝付きの気ままな生活
を続けています。こんな猫が来てから今までには父と母
を看取るという辛い出来事もありました。世話も焼けま
すが、その姿にこちらが癒されていたのかもしれません。
　最後まで面倒がみられるように元気でいないとなぁ　
そんな飼い主の気も知れず猫は今日もマイペース。この
原稿を書いている横でぐぅぐぅ寝ていたかと思ったら、
急に起きてきて猫パンチを打ってきました。

　パンチと言えばボクシング？　実は私も高校時代ボク
シング部に入っていて、戦績は軽量級でインターハイに
出場するも2回戦敗退でベスト16でした。現在はＯＢ
として愛媛県ボクシング連盟のお世話もさせてもらって
いますが、昨年松工の後輩がインターハイでバンタム級
優勝という快挙を成し遂げてくれました。祝勝会をＯＢ・
学校関係者達を囲んで開けた事は嬉しい出来事でした。
　また松工建築科2年の時の担任は、若き日の犬伏武彦
先生でした。同級生一同（建51Ｂ会）大変お世話に、
またご迷惑をおかけしました。卒業後の同級会に来て頂
いた時には「おまえらは最悪のクラスやった」東雲短期
大学時代の話では「口の悪い女房みたいなのがようけお
る」などと笑顔で話されていたことが思い出されます。
　高校卒業後は九州の大分県で4年間過ごし「22歳の

別れも経験」。地元に帰って工務店に就職、39歳まで
マンションの現場管理などの仕事をしていました。工期
が短かったり・条件の悪い敷地だったりと難しかった現
場のほうが、完成した時の達成感がよりあったような気
がします。
　松村正恒先生（八幡浜市立日土小学校他の設計をされ
た）の自動車販売会社の現場では、難解な図面に苦闘し
ながら完成させたことなどもいい思い出です。　
　現在は自営で住宅の新築・リフォームなどをしていま
すが、最近の法改正に対応すべく各種講習会にも参加し
ています。これまでやってこられたのは、施主・恩師・知
人友人・協力業者・また建築士会の人達のお蔭だと思っ
て出会いに感謝しています。それからもう1人、還暦も
過ぎたマルチな奥さん（笑）も忘れてはいけません…。
仲良くまだ頑張りますので皆様宜しくお願いします。
　最後に私が所属する地区の活動を少し紹介します。現
在松山支部はエリア別に６地区に分かれていますが、城
北の北地区になります。専門的な建築士の活動というよ
りは、建物見学を兼ねた散策などが中心になっています。
それと美味しい物を食べて帰ることははずせません（そ
ちらのほうがメインかも）。そんなゆるい活動をやって
います。最近では四国中央市の安楽寺（板軒と呼ばれる
構造や本堂内部の彫刻が評価され文化財に指定されてい
ます）を見学し、お昼にはさぬき市でとりたて新鮮な牡
蠣の食べ放題もしっかり食べてきました。
　2019宇和島城・遊子の段畑、2018出雲大社・足
立美術館、それ以前には直島で美術館巡り・伊予灘もの
がたりで行く大洲城・三津地区散策・道後オンセナート・
北条鹿島周遊クルージングなどをしています。

 このような企画をする度に観光会社のスケージュル表
のような、綿密な計画表を作成してきてくれる心優しい
門屋広一さん（右側マスクの人）にバトンを渡します。

「生きるよろこびを空間にヒビカセル」
　10年前に建築士の先輩方に誘っていただいて開催した
作品展の中、建築家　八束志郎さんの自筆で掲げられたメ
ッセージ。高校卒業以来、設計の仕事に携わり続けられ
たモチベーションは、単純にものづくりが好きな性格や
父親が大工で幼い頃から建築に触れる機会があったこと
もあるのかもしれませんが、自分が建築設計の仕事に惹
かれ続ける理由をシンプルで一瞬に言い当てられた、琴
線に触れるメッセージでした。 

　メッセージに触れたことで設計の視点が明らかに変わっ
たものになり、気取らず、自己満足に浸らず、居心地を
意識した表現が少しずつ出来はじめたと感じています。

「転機」
　作品展の2年後、既存のスーパーマーケットを用途変更
した高齢者デイサービスセンター、事業所内託児所、訪
問・居宅介護事業所を併設した複合施設を設計・監理さ
せていただいた梅本の里・小梅が竣工。

 　 一般的な福祉施設と異なり、意識的に家具や中庭で
軽く仕切りを設けたデイルームと障子一枚隔てて自由に
行き来出来る託児所により、建物内のどこかで自由に寛

げる「拠り所」を備えた空間。エントランスには「駄菓
子屋」もあることから放課後には地域の子どもたちでさ
らに賑やかな場所になります。
　施設責任者、スタッフの皆さんからいただいた「拠り
所」のある空間というコンセプトは利用者目線であり、
「生きるよろこび」を具現化できたやりがいのある仕事
でした。

「よろこび」
　デイサービスが開設して数ヶ月後、より地域交流を促
す仕掛けをスタッフさん達と試行錯誤する中、エントラ
ンス前の大屋根の下に移動販売のお店が定期的に寄って
もらえれば、施設がより街に身近な存在になるのではな
いかとのアイデアから、クレープの移動販売の事業者さ
んにお願いに伺ったところ、直接的なお断りはされない
までもあまりいいお返事はいただけない状況でした…。
　お店の立場から考えれば集客の見込みが弱い立地で営
業出来ないのは当然でした…。じゃあ自分で作ろう。ク
レープの材料、道具をネットで調べ、焼き方はYouTube
で教わり、なんとか人前に出せるレベル？　になった段
階で、施設で開催する地域交流祭の出店の一つとしてク
レープ屋を出すことができました。
　出店は地域交流が目的なので料金は全て100円のワ
ンコインで子ども達がお小遣いで遊びに来てもらえる設
定。お祭りでの半日で売れた数約300食。さすがにこ
れだけ焼けば、終盤には綺麗な円形に焼くリズムを掴ん
でいます。途中で焼き方を褒めてくれる子ども、友達と
食べたいけど生クリームは苦手なのでフルーツだけトッ
ピングして欲しいと注文してくれる女の子、持ち帰りに
まとめて15個…^_^; 、注文くださるママさんなどなど
…。沢山の思い出と自分の思い描いた空間に集う人々が
楽しく賑わっている風景に触れた楽しい記憶です。

「これから」
　常々、建物を設計する際は施主様、利用者様、街の人
々にかわいがってもらえることが、建物をより長く大切
に使っていただけると思っていますが、さらに「生きる
よろこび」を実感してもらえる空間を目指して、設計の
仕事に携わって行きたいと常日頃考えております…。

　それでは次回、白石泰正さん宜しくお願いします<(_　_)>

黒猫（クロ）

2020・1月　安楽寺にて（筆者左から 2人目）
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転機 黒猫のパンチ

松山支部　宮田　勝広 松山支部　山内　知照
　大塚美由紀さんからバトンを受け取りました。松山支
部の山内です。猫の話から始めてみます。
　8年程前になりますが自宅マンション1階に、黒猫が
出没するようなり困惑していました。ある時期から以前
より頻繁に来るようになり、おかしいなぁと思い、奥さ
んを問いただしたところ「隠れてご飯をあげてたんよ」
と信じられない言葉！　やられたと思ったけど後の…。
　ペット禁止のマンションなので引取先を探すも見つか
らず、とりあえず嫌がる猫を車に乗せ事務所に使ってい
る実家に連れて行く事に。最初は戸惑っていましたが周
りには田畑も多く次第に環境にも馴染んできて、ぷいっ
と外に出て行っておみやげを持ち帰ったり、柱・床をが
りがりしては知らんふり。3食昼寝付きの気ままな生活
を続けています。こんな猫が来てから今までには父と母
を看取るという辛い出来事もありました。世話も焼けま
すが、その姿にこちらが癒されていたのかもしれません。
　最後まで面倒がみられるように元気でいないとなぁ　
そんな飼い主の気も知れず猫は今日もマイペース。この
原稿を書いている横でぐぅぐぅ寝ていたかと思ったら、
急に起きてきて猫パンチを打ってきました。

　パンチと言えばボクシング？　実は私も高校時代ボク
シング部に入っていて、戦績は軽量級でインターハイに
出場するも2回戦敗退でベスト16でした。現在はＯＢ
として愛媛県ボクシング連盟のお世話もさせてもらって
いますが、昨年松工の後輩がインターハイでバンタム級
優勝という快挙を成し遂げてくれました。祝勝会をＯＢ・
学校関係者達を囲んで開けた事は嬉しい出来事でした。
　また松工建築科2年の時の担任は、若き日の犬伏武彦
先生でした。同級生一同（建51Ｂ会）大変お世話に、
またご迷惑をおかけしました。卒業後の同級会に来て頂
いた時には「おまえらは最悪のクラスやった」東雲短期
大学時代の話では「口の悪い女房みたいなのがようけお
る」などと笑顔で話されていたことが思い出されます。
　高校卒業後は九州の大分県で4年間過ごし「22歳の

別れも経験」。地元に帰って工務店に就職、39歳まで
マンションの現場管理などの仕事をしていました。工期
が短かったり・条件の悪い敷地だったりと難しかった現
場のほうが、完成した時の達成感がよりあったような気
がします。
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ッセージ。高校卒業以来、設計の仕事に携わり続けられ
たモチベーションは、単純にものづくりが好きな性格や
父親が大工で幼い頃から建築に触れる機会があったこと
もあるのかもしれませんが、自分が建築設計の仕事に惹
かれ続ける理由をシンプルで一瞬に言い当てられた、琴
線に触れるメッセージでした。 

　メッセージに触れたことで設計の視点が明らかに変わっ
たものになり、気取らず、自己満足に浸らず、居心地を
意識した表現が少しずつ出来はじめたと感じています。

「転機」
　作品展の2年後、既存のスーパーマーケットを用途変更
した高齢者デイサービスセンター、事業所内託児所、訪
問・居宅介護事業所を併設した複合施設を設計・監理さ
せていただいた梅本の里・小梅が竣工。

 　 一般的な福祉施設と異なり、意識的に家具や中庭で
軽く仕切りを設けたデイルームと障子一枚隔てて自由に
行き来出来る託児所により、建物内のどこかで自由に寛

げる「拠り所」を備えた空間。エントランスには「駄菓
子屋」もあることから放課後には地域の子どもたちでさ
らに賑やかな場所になります。
　施設責任者、スタッフの皆さんからいただいた「拠り
所」のある空間というコンセプトは利用者目線であり、
「生きるよろこび」を具現化できたやりがいのある仕事
でした。

「よろこび」
　デイサービスが開設して数ヶ月後、より地域交流を促
す仕掛けをスタッフさん達と試行錯誤する中、エントラ
ンス前の大屋根の下に移動販売のお店が定期的に寄って
もらえれば、施設がより街に身近な存在になるのではな
いかとのアイデアから、クレープの移動販売の事業者さ
んにお願いに伺ったところ、直接的なお断りはされない
までもあまりいいお返事はいただけない状況でした…。
　お店の立場から考えれば集客の見込みが弱い立地で営
業出来ないのは当然でした…。じゃあ自分で作ろう。ク
レープの材料、道具をネットで調べ、焼き方はYouTube
で教わり、なんとか人前に出せるレベル？　になった段
階で、施設で開催する地域交流祭の出店の一つとしてク
レープ屋を出すことができました。
　出店は地域交流が目的なので料金は全て100円のワ
ンコインで子ども達がお小遣いで遊びに来てもらえる設
定。お祭りでの半日で売れた数約300食。さすがにこ
れだけ焼けば、終盤には綺麗な円形に焼くリズムを掴ん
でいます。途中で焼き方を褒めてくれる子ども、友達と
食べたいけど生クリームは苦手なのでフルーツだけトッ
ピングして欲しいと注文してくれる女の子、持ち帰りに
まとめて15個…^_^; 、注文くださるママさんなどなど
…。沢山の思い出と自分の思い描いた空間に集う人々が
楽しく賑わっている風景に触れた楽しい記憶です。

「これから」
　常々、建物を設計する際は施主様、利用者様、街の人
々にかわいがってもらえることが、建物をより長く大切
に使っていただけると思っていますが、さらに「生きる
よろこび」を実感してもらえる空間を目指して、設計の
仕事に携わって行きたいと常日頃考えております…。

　それでは次回、白石泰正さん宜しくお願いします<(_　_)>

黒猫（クロ）

2020・1月　安楽寺にて（筆者左から 2人目）
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１．助成の対象事業の内容
会員が参画する以下のテーマに沿った営利を目的とし
ない地域貢献活動が対象です。
（1）地域のまちづくり　（2）景観の保全
（3）居住環境の保全・整備
（4）自然環境の保全・整備　（5）福祉環境の整備
（6）地域住宅づくり　（7）地域防災づくり
（8）歴史的遺産の再生と活用
（9）その他、地域活性化、社会サービス

２．助成の対象
●建築士会会員が参画する地域貢献活動に対する活動
助成
●国、地方公共団体から、建築士会に対しての委託事
業、人材派遣に関連して進められる地域貢献活動に
対する活動助成
●地域貢献団体助成事業運営委員会が助成を必要と認
めた地域貢献活動に対する活動助成

３．助成金
●１件当たり限度額50万円とし、助成率は事業活動
費の３分の２とします。
（継続的事業の場合は３年を限度とします）

４．応募手続き
①助成申請者は

令和元年度　第6回理事会概要報告
理事会の決議があったものとみなされた日　
令和元年12月4日（水）
理事（17名）より、承認する旨の回答あり

理事会の決議があったものとみなされた事項の提案者
代表理事　赤根　良忠

議事録作成に係る職務を行った理事　
常務理事　大西 勝秀

理事及び監事総数　
●理事　17名　　
●監事　 2名

理事会の決議の目的である事項
第１号議案　「二級建築士等登録事務に関する規程」の一部改正に
ついて（承認）
（１）提案理由
　　成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図るた
めの関係法律の整備に関する法律等の施行に伴い、「二級建築
士等登録事務に関する規程」の一部改正について「後見開始・
保佐開始の審判届」から「精神機能の障害の届出」への変更、
欠格事由の内容が変更となったため、取消申請の理由について
も変更するものである。

（２）「二級建築士等登録事務に関する規程」の一部改正について

第２号議案　「二級建築士等登録事務実施要領」の一部改正につい
て（承認）
（１）提案理由
　　第1号議案の規定の一部改正に伴い、実施要領を改正するも
のである。

　　戸籍抄本又は戸籍謄本を必要書類としていたが、今後は住民
票の写しを必要書類とする。

（２）「二級建築士等登録事務実施要領」の一部改正について

意見を聴取した結果、理事全員から承認する旨の回答があったので、
「二級建築士等登録事務に関する規程」及び「二級建築士等登録事
務実施要領」の一部改正をしたい。

令和元年度　第7回理事会概要報告
日　時：令和2年1月24日（金）16：00～17：25
場　所：いよてつ会館　４階　ローズルーム
議　長：定款第34条の規定により、赤根会長が議長となる。
議　案：議案第1号～第8号（事務局：大西常務理事より説明）
開　会：定数１7名中、出席１7名、本会議が成立している旨の報告

をした。
議　事
議案第1号　会員入会の承認及び会員の動向について＜承認＞

◆議長より、会員の承認について理事に諮ったところ意義なく承認
された。

●申請時に組織内に建築士会会員として継続して在籍
が３年以上の者が複数参画している活動団体の代表
者
●建築士会の内部組織（研究会等）の代表者で上記２
の助成事業を行おうとする者。
②助成申請書は規定の申請書により申請してください。
（申請書はHPからダウンロードできます）

http://www.ehime-shikai.com/other/6734.html

５．応募期間
令和2年4月1日～5月31日まで（事前問い合わせは
随時受け付けます）
※応募期間前であっても、仮受付をしますので、お申
し出ください。

６．助成対象事業の決定と助成金交付等について
●助成対象事業の趣旨に沿った事業かどうかを基準に
「愛媛県建築士会地域貢献団体助成事業運営委員会」
が審査します。助成額の決定は、申請書受理後60
日以内に書面にて通知します。
●事業の実施期間は、助成額決定日から令和3年3月
31日の間に実施される活動を基本とします。
●助成金は、交付申請者に対して、助成金交付決定通
知後の助成金請求に基づき交付します。
●交付申請者には、活動の内容・助成金の管理・報告
書の提出に責任を持っていただきます。

７．助成事業一覧について（事例）
年　度

2017年度

2018年度

2019年度

松山市
松山市
松山市
松山市
松山市

建築士による木造住宅の耐震化を促進する会
建築士による木造住宅の耐震化を促進する会
女性と防災の会
建築士による木造住宅の耐震化を促進する会
女性と防災の会

助成額
10万円
20万円
5万円
20万円
8万円

備　考
１年目
２年目
１年目
３年目
２年目

事 業 名

令和2年度「地域貢献活動基金
助成対象事業」の募集について

令和元年度　第6回（書面理事会）、
第7回理事会　概要報告

提出及び問合せ先：公益社団法人愛媛県建築士会
〒790-0002　松山市二番町4-1-5　建築士会館2階
TEL：089-945-6100　FAX：089-948-0061　E-mail：lee04603@nifty.ne.jp

　公益社団法人愛媛県建築士会は、会員の皆さんが地域の人々と共に行う社会貢献事業や建築士会の内部組織（研究
会等）が実施する地域貢献活動としての事業を応援します。

令和２年度「地域貢献活動基金助成対象事業」の募集について
〔建築士会は、まちづくり活動を支援します〕

議案第２号　会館建設資金の償還額等及び令和２年度地域貢献事業
委託金について＜協議＞
令和２年度に係る支部への地域貢献事業委託金の割合について会
員数の減少により、会費収入は減少していることから、財政状況
が改善されるまでは、委託基本額を15％の割合でお願いしたとこ
ろ、令和２年度は、支部へ15％の割合で交付することで了解を得た。
（赤根会長）
今後、懸念されることは、銀行借入は10年間、固定金利（低利）の
条件で貸付を受けているが10年経過すると、銀行と再度、金利交
渉を行うこととなるが、金利は未定であること、また、会員から
の借入金は、10年経過した時点で、会員へ償還しなければならな
いこと、会員拡大の方策を講じなければならないことはもちろん
だが、ご存じのとおり、本会の会員の年齢構成は、高齢者の率が
高く、懸念されることから、来年、再来年もこの割合で行かせて
もらいたいと考えている。

議事終了
＜以下、報告事項＞
議案第3号　各支部、各委員会活動報告について（報告）
支部長及び委員長より活動報告があった。

議案第４号　会長、副会長、常務理事の職務執行状況報告について
（報告）
議案第５号　令和元年度会費の納入状況について（報告）　
未納者数：18名　未納額：318,000円。理事、支部長に会費の
納入について、協力をお願いした。

議案第６号　地域団体助成事業（令和2年度募集）について（報告）
「いしづち」３月号に掲載し、募集を募る。また、新規の団体の
掘り起こしをお願いした。

議案第７号　令和2年度通常総会までのスケジュールについて（報告）
●3月27日（金）第8回理事会：令和2年度度　事業計画（案）・予
算（案）の承認
●5月19日（火）第１回理事会（総会議案最終審議）
●6月16日（火）愛媛県建築士会通常総会　第2回理事会

令和元年度事業報告及び収支決算及び理事、本会役員（監事、監事）
の選任
議案第８号　その他（報告）　
①伝統的保存地区調査委託契約の締結したことについて
●締　結　日：令和元年12月10日
●履 行 場 所：宇和島市津島町岩松
●業務委託料：3,321千円
●調　査　者：宇和島支部HM養成講座修了者９名（リーダー　酒
井純孝氏）

●本会収入：業務委託料の10％
②愛媛県内での災害発生に際しての各士業団体相互間における協力
に関する覚書を締結したことについて

　●締結日：令和元年12月10日
※愛媛県との間で「愛媛県地震被災建築物応急危険度判定士」の招
集に関する協定を締結及び先般発生した西日本豪雨災害と同様な
災害が発生した場合は、県との協定等を優先することを条件で参
加した。

③2019年度第35回愛媛出版文化賞部門賞を受賞したことについて
●贈呈式：令和２年1月21日（火）
※賞金 20万円

◎詳細については、本会事務局へお問い合わせください。

支部
新居浜
西　条

松　山

本　会

級
2
1
1
2

級

2

氏　名
清家　　彩
安藤　憲正
高橋　幸志
藤岡　俊樹

氏　名

都田　耕治

賛助1口愛媛綜合警備保障（株）
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　公益社団法人として、広く異業種や全ての皆様から建築士会の枠を超えて原稿を広く募集して広く購買して
頂くようにしています。是非、寄稿して頂きますようお願い致します。本年度は年６回発行となります。
（尚、営業的色彩の濃いものにつきましては、掲載されない場合もありますので、ご了承ください。）

「いしづち」の本年度の原稿締切日
　　　令和2年　5月号（134号）　令和2年3月26日（木）

※校正印刷の関係で締切延長の最終期限は一週間後の木曜日とします。
※１ページ写真込みで2150文字（25文字×43行×横2段）のWORD様式を事務局で用意していますので
ご活用ください。
また宜しければ3枚程度まで題名を添付してください。
会員の皆様の後参加をお待ちしております。また記事等についてのご意見・ご感想もお寄せください。
（尚、投稿された原稿につきましては、要旨を変えない程度の若干の訂正等を加えることがあるかもしれませ
んので予めご了承ください。）
この誌面を通じて、会員の方々、そして一般の方々にまで、建築についての対話等の輪が広がればと願って
います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　情報・広報委員会

　今月号で完結する投稿があります。
　2018年９月から酒井純孝氏によって連載して頂いていました「伝統建築物」と2016年５月から安藤雅人氏に
よって連載して頂いていました「くさぐさの風景」→「スケッチ紀行」です。
　お二人には、それぞれの目線で建物や風景などを表現して頂き、「いしづち」を盛り上げて頂きました。本当にあ
りがとうございました。
　情報・広報委員としては、次号の５月号から趣向を変え新たな連載を考えています。
　楽しみにしてください。

情報・広報委員会での協議録
　愛媛県建築士会会員であることをアピールしたいし、したら良いのではないか。
　例えば、「必ずピンバッチを付け会員である誇りを持つ、そうすることで会員になる意義ができるのではないか。
ピンバッチも付けたくなるようなカッコイイものを作って貰えたら付けたくなるのでは？」というものです。
　良い意見だったので、早速、事務局に提案させて貰いました。

あなたの原稿をお待ちしています。

「いしづちに」に関するご意見・ご提案などをお寄せください。お待ちしています。
「いしづち」編集委員会（士会事務局内）宛

FAX　089－948－0061
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